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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第43期
第３四半期
連結累計期間

第44期
第３四半期
連結累計期間

第43期

会計期間
自  平成22年４月１日

至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日

至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日

至  平成23年３月31日

売上高 （千円） 7,087,451 7,730,641 12,084,421

経常利益 （千円） 137,725 385,942 640,977

四半期（当期）純利益 （千円） 21,540 198,773 368,876

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 13,559 217,289 346,801

純資産額 （千円） 7,899,400 8,340,241 8,232,641

総資産額 （千円） 16,466,500 16,536,753 15,950,952

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 2.84 26.38 48.60

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 48.0 50.4 51.6

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △1,334,573 △1,518,443 545,393

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △101,725 32,228 △163,754

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） 1,330,748 973,939 △37,536

現金及び現金同等物の四半期
末（期末）残高

（千円） 796,597 733,975 1,246,251

　

回次
第43期
第３四半期
連結会計期間

第44期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日

至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日

至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 16.91 11.76

(注) １  当社は、四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在

しないため、記載しておりません。

４  第43期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

　　当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容に重要な変更はあ

　りません。

　　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　また、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２ 【経営上の重要な契約等】

　　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

　

(1)　業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響

から全般的に持ち直す動きが見られるものの、長引く欧米諸国の債務問題、新興国の景気減速、更なる円

高の進行等の影響により、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループが属する不動産業界でも、東日本大震災の影響により、企業活動や個人の消費行動にも変

化が生じており、いまだ先行きが不透明な状態が続いております。このような経済環境下にあって、当社

グループの不動産事業分野では、常に変化する消費行動を的確に捉え、分譲マンションや分譲宅地などの

販売用不動産の売却を進めるとともに、販売物件の早期商品化に取り組んでまいりました。

建設土木業界におきましては、民間・公共工事が減少する中、競合メーカーとの受注競争が一層激化し

ております。このような状況のもと環境事業分野では、公共工事に依存しない体質への変革を目指し建築

用製品の販売を強力に進めるとともに、土木用製品についても、不動産事業分野との連携強化により受注

競争の回避を図りつつ、販売価格の引き上げや受注量の確保をすべく活動してまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は77億30百万円（前年同四半期比9.1％増）、営

業利益は４億14百万円（前年同四半期比130.2％増）、経常利益は３億85百万円（前年同四半期比

180.2％増）、四半期純利益は１億98百万円（前年同四半期比822.8％増）となりました。

　

EDINET提出書類

ヨシコン株式会社(E01202)

四半期報告書

 4/31



　

セグメントの業績は次のとおりであります。

①不動産開発事業

不動産開発事業におきましては、平成23年８月完成の分譲マンション「エンブルクレア米山町」

（沼津市）など在庫分譲マンションの販売引渡しや、静岡市内及び駿東郡清水町内の宅地分譲用地並

びに袋井市内の大型商業施設用地の販売引渡しなどが順調に推移いたしました。

この結果、売上高は30億72百万円（前年同四半期比35.9％増）、セグメント利益は3億54百万円（前

年同四半期比46.4％増）となりました。

②賃貸・管理事業

比較的安定的に収益が見込める賃貸・管理事業におきましては、新規に取得した三島市の賃貸収益

物件や新規オープンした駐車場収入による増収効果と、前連結会計年度中に実施した収益物件売却に

伴う賃貸収入の欠落による減収効果、並びに同じく前連結会計年度中に実施したスポットの工事売上

が欠落したことによる減収効果により、増減が相殺され前年並みの売上高となりました。利益面では、

前連結会計年度に比べ不動産取得税の負担が軽減されたことなどにより増益となりました。

この結果、売上高は７億94百万円（前年同四半期比0.5％減）、セグメント利益は２億62百万円（前

年同四半期比45.4％増）となりました。

③環境事業

環境事業におきましては、建築製品へ一部生産シフトを変更するなど、製造ラインの合理化を推進し

たものの、公共事業の縮減や慎重な設備投資姿勢が継続するなか、自社の土木製品取扱量の減少により

損失が増加いたしました。

この結果、売上高は20億82百万円（前年同四半期比12.5％減）、セグメント損失は１億29百万円（前

年同四半期は78百万円のセグメント損失）となりました。

④特販事業

特販事業におきましては、住宅用ＰＣ部材の受注及び出荷は堅調に推移したことや一部震災での特

需を取り込むことができたことに加え、安定稼動により生産効率が上昇し利益率が向上したことなど

によりセグメント利益は増益となりました。

この結果、売上高は16億26百万円（前年同四半期比7.2％増）、セグメント利益は１億24百万円（前

年同四半期比35.4％増）となりました。

⑤その他

飲食店売上、衣料品販売や保険代理店収入等で、売上高は１億55百万円（前年同四半期比17.4％

増）、セグメント利益は38百万円（前年同四半期比30.9％増）となりました。

　

なお、記載金額には消費税等は含まれておりません。
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(2)　財政状態の分析

（総資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は165億36百万円（前連結会計年度比3.7％増）となりま

した。

流動資産は、現金及び預金や受取手形及び売掛金が減少したものの、販売用不動産や商品及び製品が増

加したことなどにより、110億53百万円（前連結会計年度比8.7％増）となりました。固定資産は、建物及

び構築物の減価償却や土地を販売用不動産に振り替えたことなどにより減少し、54億83百万円（前連結

会計年度比5.1％減）となりました。

流動負債は、支払手形及び買掛金、１年内返済予定の長期借入金が減少したものの、短期借入金が増加

したため、55億83百万円（前連結会計年度比8.0％増）となりました。固定負債は、長期借入金の増加など

により、26億13百万円（前連結会計年度比2.6％増）となりました。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は83億40百万円（前連結会計年度比1.3％増）となりま

した。純資産の増加の主な要因は、利益剰余金の増加によるものであります。

（自己資本比率）

当第３四半期連結会計期間末における自己資本比率は50.4％（前連結会計年度比1.2ポイント減）と

なりました。
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(3)　キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、７億33百万

円（前年同四半期比7.9％減）となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであ

ります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

税金等調整前四半期純利益（３億79百万円）、売上債権の減少（３億32百万円）、減価償却費（１億92

百万円）、前受金の増加（98百万円）などによる資金調達に対し、販売用不動産の取得などによるたな卸

資産の増加（△17億32百万円）、仕入債務の減少（△６億42百万円）、法人税等の支払（△１億45百万

円）などにより支出した結果、営業活動により支出した資金は15億18百万円（前年同四半期は13億34百

万円の支出）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

貸付金の回収（87百万円）などによる資金調達に対し、固定資産の取得（△34百万円）、貸付金の実行

（△17百万円）などにより支出した結果、投資活動により得られた資金は32百万円（前年同四半期は１

億１百万円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

短期借入金の純増（13億13百万円）や長期借入れによる収入（１億円）による資金調達に対し、長期

借入金の返済（△３億25百万円）、配当金の支払（△79百万円）、自己株式の取得（△29百万円）などに

より、財務活動により得られた資金は９億73百万円（前年同四半期は13億30百万円の収入）となりまし

た。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)　研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は21百万円でありま

す。

　

EDINET提出書類

ヨシコン株式会社(E01202)

四半期報告書

 7/31



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,540,000

計 14,540,000

②　【発行済株式】

　

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成23年12月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成24年２月７日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 8,030,248 8,030,248
大阪証券取引所ＪＡ
ＳＤＡＱ（スタン
ダード）

単元株式数は1,000
株であります。

計 8,030,248 8,030,248 － －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

　平成23年10月１日から

　平成23年12月31日
― 8,030,248 ― 1,652,065 ― 1,854,455

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

①　【発行済株式】

平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

559,000 － －
　普通株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,435,0007,435 －

単元未満株式 普通株式 36,248 － １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 　 8,030,248 － －

総株主の議決権 　 － 7,435 －

（注）１．「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式582株が含まれております。

２．当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の入手が困難なため、記載するこ

とができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

②　【自己株式等】

平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 静岡県静岡市葵区 　 　 　 　

ヨシコン株式会社 常磐町二丁目４－25 559,000 － 559,000 6.96

計 － 559,000 － 559,000 6.96
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成し

ております。

　

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１

日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,546,251 1,033,975

受取手形及び売掛金 1,305,451 ※3
 976,064

商品及び製品 634,347 911,659

仕掛品 7,249 7,032

原材料及び貯蔵品 40,454 43,117

販売用不動産 6,259,101 7,684,955

未成工事支出金 81,296 84,058

その他 314,722 323,026

貸倒引当金 △16,534 △10,223

流動資産合計 10,172,340 11,053,666

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,317,446 2,224,180

土地 2,559,918 2,472,525

その他（純額） 213,091 158,880

有形固定資産合計 5,090,456 4,855,587

無形固定資産 50,272 46,391

投資その他の資産

その他 696,360 622,025

貸倒引当金 △58,478 △40,915

投資その他の資産合計 637,882 581,109

固定資産合計 5,778,611 5,483,087

資産合計 15,950,952 16,536,753

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,394,341 751,767

短期借入金 2,562,800 3,876,500

1年内返済予定の長期借入金 727,260 429,656

未払法人税等 104,142 94,232

賞与引当金 40,472 18,490

役員賞与引当金 22,000 －

その他 319,201 412,525

流動負債合計 5,170,218 5,583,174

固定負債

長期借入金 1,927,845 2,000,214

資産除去債務 14,126 14,380

その他 606,120 598,744

固定負債合計 2,548,091 2,613,338

負債合計 7,718,310 8,196,512
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,652,065 1,652,065

資本剰余金 1,854,455 1,854,455

利益剰余金 4,914,722 5,033,866

自己株式 △145,969 △175,884

株主資本合計 8,275,273 8,364,502

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △26,049 △10,209

繰延ヘッジ損益 △18,396 △16,001

その他の包括利益累計額合計 △44,446 △26,211

少数株主持分 1,814 1,949

純資産合計 8,232,641 8,340,241

負債純資産合計 15,950,952 16,536,753

EDINET提出書類

ヨシコン株式会社(E01202)

四半期報告書

14/31



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 7,087,451 7,730,641

売上原価 5,768,860 6,151,442

売上総利益 1,318,591 1,579,198

販売費及び一般管理費 1,138,425 1,164,451

営業利益 180,165 414,746

営業外収益

受取利息 699 372

受取配当金 3,145 3,442

仕入割引 11,901 14,359

貸倒引当金戻入額 － 19,569

保険返戻金 6,989 －

受取手数料 8,548 7,586

その他 20,013 17,146

営業外収益合計 51,297 62,477

営業外費用

支払利息 72,362 68,627

持分法による投資損失 13,501 20,341

その他 7,873 2,312

営業外費用合計 93,737 91,281

経常利益 137,725 385,942

特別利益

固定資産売却益 2,615 －

貸倒引当金戻入額 1,671 －

特別利益合計 4,286 －

特別損失

固定資産除却損 57,471 247

減損損失 － 3,986

投資有価証券評価損 12,137 1,899

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,630 －

特別損失合計 71,239 6,133

税金等調整前四半期純利益 70,772 379,808

法人税、住民税及び事業税 28,817 155,063

法人税等調整額 20,415 25,690

法人税等合計 49,232 180,754

少数株主損益調整前四半期純利益 21,540 199,054

少数株主利益 － 281

四半期純利益 21,540 198,773
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 21,540 199,054

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △9,902 15,839

繰延ヘッジ損益 1,921 2,394

その他の包括利益合計 △7,980 18,234

四半期包括利益 13,559 217,289

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 13,559 217,007

少数株主に係る四半期包括利益 － 281
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 70,772 379,808

減価償却費 204,534 192,386

減損損失 － 3,986

貸倒引当金の増減額（△は減少） 9,518 △23,873

賞与引当金の増減額（△は減少） △26,557 △21,982

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △22,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,539 －

受取利息及び受取配当金 △3,844 △3,815

保険返戻金 △6,989 －

支払利息 72,362 68,627

持分法による投資損益（△は益） 13,501 20,341

固定資産売却損益（△は益） △2,615 －

固定資産除却損 57,471 247

投資有価証券評価損益（△は益） 12,137 1,899

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,630 －

売上債権の増減額（△は増加） △183,272 332,121

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,847,152 △1,732,609

未収消費税等の増減額（△は増加） － 8,581

仕入債務の増減額（△は減少） 322,178 △642,574

未払金の増減額（△は減少） 77,454 △25,826

未払消費税等の増減額（△は減少） △51,746 20,823

前受金の増減額（△は減少） 82,174 98,152

預り金の増減額（△は減少） △4,159 1,050

その他 1,257 36,280

小計 △1,191,804 △1,308,373

利息及び配当金の受取額 3,914 3,839

利息の支払額 △72,377 △68,742

法人税等の支払額 △74,305 △145,168

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,334,573 △1,518,443

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △112,069 △34,160

固定資産の売却による収入 9,118 －

貸付けによる支出 △30,000 △17,180

貸付金の回収による収入 2,021 87,424

子会社株式の取得による支出 △9,800 △100

子会社の清算による収入 － 8,597

保険積立金の解約による収入 32,669 183

その他 6,335 △12,536

投資活動によるキャッシュ・フロー △101,725 32,228
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,820,261 1,313,700

長期借入れによる収入 270,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △668,790 △325,235

自己株式の取得による支出 △5,778 △29,914

配当金の支払額 △79,833 △79,501

リース債務の返済による支出 △5,109 △5,109

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,330,748 973,939

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △105,550 △512,275

現金及び現金同等物の期首残高 902,148 1,246,251

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 796,597

※1
 733,975
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間

(自　平成23年４月１日

　至　平成23年12月31日)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１  保証債務

　

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

　　静岡ニュータウン開発（株） 39,268千円　 ―――――

　なお、前連結会計年度の保証債務は他３社との連帯保証で、当社分担保証残高は9,817千円であります。

２  手形割引高及び裏書譲渡高

　

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

　　受取手形裏書譲渡高 384,777千円 280,517千円

　

※３  四半期連結会計期間末日満期手形

　

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

受取手形 ――――― 2,565千円

裏書譲渡手形 ――――― 22,211千円

合計 ――――― 24,776千円

　四半期連結会計期間末日の満期手形は、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当第３四半期連結

会計期間末日が金融機関の休日であったため、上記の満期手形が当第３四半期連結会計期間末日の残高に含

まれております。
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(四半期連結損益計算書関係)

売上高の季節的変動

前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累

計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

当社グループでは、主として、第３四半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間に集中して需要が

発生するため、第１四半期連結会計期間及び第２四半期連結会計期間と比べ、売上高が相違する傾向にあ

ります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されて

いる科目の金額との関係は次のとおりであります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年12月31日)

現金及び預金勘定 1,096,597千円 1,033,975千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △300,000千円 △300,000千円

現金及び現金同等物 796,597千円 733,975千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日
定時株主総会

普通株式 79,877 10.50平成22年３月31日 平成22年６月25日 利益剰余金

　

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

　

当第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日
定時株主総会

普通株式 79,629 10.50平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

　

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
(注)

合計
不動産開発
事業

賃貸・管理
事業

環境事業 特販事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,260,171798,4352,380,1281,516,5696,955,304132,1477,087,451

  セグメント間の内部売上高又
は振替高

33,00034,250 － － 67,25062,654129,904

計 2,293,171832,6852,380,1281,516,5697,022,554194,8017,217,356

セグメント利益又は損失（△） 241,939180,825△78,11592,095436,74529,116465,862

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食事業、衣料品事業及び保険代理店事

業等を含んでおります。

　

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利    益 金    額

報告セグメント計 436,745

「その他」の区分の利益 29,116

セグメント間取引消去 △35,366

全社費用（注） △250,329

四半期連結損益計算書の営業利益 180,165

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
(注)

合計
不動産開発
事業

賃貸・管理
事業

環境事業 特販事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,072,093794,4342,082,5541,626,3667,575,448155,1937,730,641

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 34,044 － － 34,04486,319120,364

計 3,072,093828,4782,082,5541,626,3667,609,492241,5137,851,005

セグメント利益又は損失
（△）

354,268262,986△129,119124,676612,81238,106650,918

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食事業、衣料品事業及び保険代理店事

業等を含んでおります。

　

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利    益 金    額

報告セグメント計 612,812

「その他」の区分の利益 38,106

セグメント間取引消去 △1,087

全社費用（注） △235,084

四半期連結損益計算書の営業利益 414,746

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算

定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 2円84銭 26円38銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 21,540 198,773

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 21,540 198,773

普通株式の期中平均株式数(千株) 7,591 7,533

　（注）　前第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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(重要な後発事象)

当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月６日

ヨシコン株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
　 公認会計士    篠 　原　 孝　 広    印

　
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
　 公認会計士    浅 　野　 裕　 史    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヨシ
コン株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平
成23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12
月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ヨシコン株式会社及び連結子会社の平成23年
12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

ヨシコン株式会社(E01202)

四半期報告書

31/31


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	追加情報
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

